
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （中学校用）】

都道府県名 鹿児島県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 指宿市立北指宿中学校

学 年 １年 ２年 ３年 特殊学級 計 教員数

学級数 ４ ４ ４ １ １３
２５

生徒数 １３０ １２７ １６０ ２ ４１９

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

学習の自主的習慣形成を目指す学業指導
～ 家 庭 と 学 校 の 連 携 ～

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

国語 １，２年…週１回の割合でＴＴによる授業を実施
３年…少人数，習熟度別学習（１学級に２人）を実施

数学 ２年…少人数，習熟度別学習，異教科ＴＴ(１学級に３人)を実施
３年…少人数，習熟度別学習（１学級に２人）を実施

理科 １，２年…週１時間，ＴＴによる授業を実施
英語 １年…１学期はＴＴ。２学期より少人数指導を実施

２年…週１時間，ＴＴによる授業を実施
， ， 。※ ・ 国語 数学は学年が上がるにつれて 習熟の程度に差が生じやすいこと

・ 理科，英語は入門期に基礎・基本的な内容を確実に定着させる必要があ
ること。
上記の観点を考慮し，本校の生徒の実態をもとに個に応じた指導が充実でき

るよう実施している。

( ) 年次ごとの計画2

○ テーマ
基礎学力の定着に結びつく教育課程の在り方平

○ 仮 説成
基盤教科の学習に連続性と有機性をもたせれば，学習意欲が高まるのでは14

ないか。年
度 ○研究の内容・方法

〔国語 漢字 ドパズ 数学 計算力 英語 単語 文章力 を実施帯式選択 ( ･ｸﾛｽﾜｰ ﾙ) ( ) ( ･ )], ,
〔集団読書 読み聞かせ 新聞 ブ 短歌 詩 俳句の創作 を実施帯式総合 ｯｸﾄｰｸ ･ ･ ), , TODAY, ,

漢字検定 計算力検定 単語 文章力検定 の実施北中オリジナル検定( ･ ), ,
通知表の観点別目標の研究と作成

平 ○ テーマ
学習の自主的習慣形成を目指す家庭との連携の在り方成

○ 研究の見通し15
年 各教科・領域等の学習において，個に応じた指導，家庭学習を定着させ
度 るシステムの工夫を充実させ，学習に広がりと深まりを持たせれば，生徒

の自主的学習習慣が形成され，自ら学び自ら考える力が育成される。
○ 研究の内容・方法

帯式選択・総合における異教科ＴＴ指導・
・ 習熟度別学習の中での少人数ＴＴ指導の実施
・ 学習の手引き（目標分析表の研究。作成）の作成

総合的な学業指導の計画作成と実施・



平 ○ テーマ
成 学習の自主的習慣形成を目指す学業指導 ～家庭と学校の連携 ～

○ 研究の見通し16
年 各教科・領域等の学習において，個に応じた指導を充実し，家庭等との
度 連携を深め，総合的な画業指導を展開すれば，生徒の自主的学習習慣が形

成され，自ら学び自ら考える力が育成される。
○ 研究の内容・方法

帯式選択・総合における異教科ＴＴ指導・
・ 個に応じた指導の充実（少人数・習熟度別学習を中心として）
・ 総合的な学業指導の計画的実施
・ 家庭や小学校等との連携の工夫

＊ 平成１５年度からの新規校については、平成１５、１６年度の計画について記入
すること。

( ) 研究推進体制3

教育課程編成委員会（企画委員会）
校長 教頭 研修委員会 全体研修 教科等部会

教育方法委員会（学業指導委員会）

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

○ 標準学力検査の結果が，全国平均をやや下回るものの研究教科を中心に前年
度より向上した。

○ 帯式総合や総合的な学業指導等で，生き方について考えさせる指導を行った
結果，図書の貸出冊数が前年度より５００冊以上増加した。

○ 家庭学習で，自主的な学習を行っている生徒が２３％と増加しつつある。

２．今後の課題

○ 習熟の程度に応じた授業の進め方等について，今後もさらに研究を深めてい
く必要がある。

○ 総合的な学業指導を実施しながら，さらに改善していく必要がある。

Ⅳ 学力把握のための学校としての取組

・ 標準学力検査の実施（年１回）
・ 定期テストの実施 （年３回）
・ 北中オリジナル検定（国語・数学・社会 （年１回））
・ 公立高校入試の結果など

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

・ 平成１６年１１月１６日 研究公開，
・ 研究冊子にて研究成果を発表
・ 鹿児島県フロンティアティーチャー研修会において研究成果を紙上発表
・ 指宿市教科領域等部会において，研究教科の取組を紹介

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。
【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校
【学校規模】 ３学級以下 ４～６学級

７～９学級 １０～１２学級
１３～１５学級 １６学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導
その他

【研究教科】 国語 社会 数学 理科
外国語 音楽 美術 技術・家庭
保健体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無
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